
講演者：利根川吉廣
タイトル：幾何学的測度論と平均曲率流

アブストラクト：1 ≤ k < nとする．n次元ユークリッド空間内にある，時刻 tによってパ
ラメター付けされた k次元多様体Mtが平均曲率流であるとは，Mtの移動速度がその点に
おける平均曲率に等しいときである．平均曲率流は曲面の熱方程式のようなもので，強い正
則化効果があるが，一方で非線形性のために有限時刻で特異点を持つ．特異点を内包でき
る枠組みとして考えられたのがBrakkeの平均曲率流で，その枠組みは幾何学的測度論であ
る．必要な幾何学的測度論からの概念をレビューしたのち，まず極小曲面（定常の場合）に
ついて解説し，その流れでBrakkeの平均曲率流を定義する．その後最近講演者が得た平均
曲率流の正則性定理や存在定理について解説する．
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